
寺寺
分分
にに
ああ
っっ
たた
「「
深深
沢沢
子子
どど

もも
会会
館館
」」
がが
２２
００
２２
４４
年年
３３
月月

にに
閉閉
館館
ささ
れれ
、、
近近
隣隣
のの
乳乳
幼幼
児児

をを
育育
てて
るる
おお
母母
ささ
んん
かか
らら
「「
子子

どど
もも
会会
館館
がが
なな
くく
なな
りり
、、
車車
かか

でで
藤藤
沢沢
のの
施施
設設
にに
遊遊
びび
にに
行行
っっ

たた
りり
しし
てて
いい
るる
。。
身身
近近
なな
地地
域域

にに
居居
場場
所所
がが
欲欲
しし
いい
」」
とと
のの
声声

をを
受受
けけ
、、
他他
議議
員員
とと
もも
協協
力力
しし
、、

議議
会会
でで
要要
望望
しし
てて
きき
まま
しし
たた
。。

そそ
のの
結結
果果
、、
今今
年年
のの
55
月月
かか

らら
遊遊
びび
場場
がが
一一
かか
所所
スス
タタ
ーー
トト

しし
まま
しし
たた
。。
名名
前前
はは
「「
遊遊
びび
場場

寺寺
分分
」」
、、
運運
営営
はは
梶梶
原原
にに
ああ
るる

冒冒
険険
遊遊
びび
場場
をを
管管
理理
しし
てて
いい
るる

団団
体体
がが
引引
きき
受受
けけ
まま
しし
たた
。。

月月
にに
22
回回
のの
開開
催催
でで
、、
オオ
ーー

ププ
ンン
当当
日日
はは
4400
人人
ほほ
どど
、、
そそ
れれ

以以
降降
もも
毎毎
回回
2200
人人
程程
利利
用用
すす
るる

方方
がが
おお
りり
、、
子子
どど
もも
同同
士士
はは
新新

しし
いい
友友
達達
がが
でで
きき
たた
りり
、、
他他
のの

友友
達達
のの
遊遊
びび
にに
刺刺
激激
をを
もも
らら
っっ

てて
真真
似似
しし
てて
みみ
たた
りり
加加
わわ
っっ
てて

みみ
たた
りり
、、
家家
のの
中中
でで
はは
体体
験験
でで

きき
なな
いい
過過
ごご
しし
方方
をを
しし
てて
いい
るる

とと
のの
ここ
とと
でで
すす
。。

まま
たた
、、
保保
護護
者者
同同
士士
もも
子子
どど

もも
たた
ちち
がが
遊遊
びび
始始
めめ
たた
ここ
とと
でで

話話
すす
機機
会会
がが
増増
ええ
、、
気気
軽軽
にに
話話

せせ
るる
親親
子子
がが
地地
域域
にに
増増
ええ
るる
貴貴

重重
なな
居居
場場
所所
にに
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

小小
学学
校校
区区
単単
位位
でで

居居
場場
所所
のの
拡拡
大大
をを

一一
方方
でで
週週
66
日日
開開
いい
てて
いい
たた

子子
どど
もも
会会
館館
とと
比比
べべ
るる
とと
遊遊
べべ

るる
時時
間間
がが
圧圧
倒倒
的的
にに
少少
なな
くく
、、

開開
催催
日日
をを
増増
やや

すす
ここ
とと
、
又又
、、

小小
学学
校校
区区
単単
位位

でで
居居
場場
所所
をを
つつ

くく
るる
よよ
うう
求求
めめ

てて
いい
まま
すす
。。

２２
００
２２
６６
年年
度度
かか
らら
医医
療療
保保

険険
にに
上上
乗乗
せせ
しし
てて
徴徴
収収
ささ
れれ
るる

子子
どど
もも
・・
子子
育育
てて
支支
援援
金金
にに
つつ

いい
てて
、、
条条
例例
議議
案案
がが
提提
出出
ささ
れれ

まま
しし
たた
。。

子子
育育
てて
支支
援援
をを
拡拡
充充
しし
よよ
うう

とと
すす
れれ
ばば
保保
険険
料料
をを
上上
げげ
ざざ
るる

をを
得得
ずず
、、
そそ
のの
範範
囲囲
内内
でで
しし
かか

拡拡
充充
ささ
れれ
なな
いい
とと
なな
りり
かか
ねね
なな

いい
。。
まま
たた
、、
負負
担担
額額
はは
加加
入入
すす

るる
保保
険険
でで
異異
なな
るる
たた
めめ
、、
収収
入入

のの
少少
なな
いい
人人
がが
多多
いい
人人
よよ
りり
負負

担担
がが
増増
ええ
るる
ここ
とと
がが
起起
ここ
りり
まま

すす
。。
7755
歳歳
以以
上上
のの
後後
期期
高高
齢齢
者者

やや
今今
でで
もも
負負
担担
がが
重重
いい
市市
町町
村村

国国
保保
はは
、、
現現
在在
のの
保保
険険
料料
にに
対対

すす
るる
負負
担担
増増
額額
のの
比比
率率
がが
高高
くく
、、

逆逆
進進
性性
がが
強強
まま
りり
まま
すす
。。
そそ
もも

そそ
もも
医医
療療
保保
険険
にに
子子
育育
てて
支支
援援

のの
財財
源源
をを
庶庶
民民
にに
求求
めめ
るる
ここ
とと

自自
体体
がが
間間
違違
いい
でで
はは
なな
いい
でで
しし
ょょ

うう
かか
。。
支支
援援
金金
をを
社社
会会
保保
険険
料料

かか
らら
徴徴
収収
すす
るる
のの
でで
はは
なな
くく
、、

子子
育育
てて
支支
援援
はは
税税
金金
でで
行行
うう
べべ

きき
でで
はは
なな
いい
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。

公公
営営
住住
宅宅
をを
増
や
し
て

笛笛
田田
のの
市市
営営
住住
宅宅
とと
元元
深深
沢沢
クク

リリ
ーー
ンン
セセ
ンン
タタ
ーー
用用
地地
でで
市市
営営

住住
宅宅
のの
集集
約約
化化
がが
進進
んん
でで
いい
まま

すす
。。
収収
入入
もも
少少
なな
くく
高高
いい
家家
賃賃

がが
払払
ええ
ずず
困困
っっ
てて
いい
るる
、、
高高
齢齢

者者
にに
はは
民民
間間
住住
宅宅
をを
なな
かか
なな
かか

貸貸
しし
てて
もも
らら
ええ
なな
いい
等等
々々
のの
声声

がが
寄寄
せせ
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
市市
営営

住住
宅宅
増増
やや
高高
齢齢
者者
借借
りり
上上
げげ
住住

宅宅
のの
新新
設設
、、
家家
賃賃
補補
助助
をを
行行
うう

よよ
うう
求求
めめ
てて
いい
まま
すす
。。

山山
崎崎
小小
学学
校校
のの
移移
転転
整整
備備

台台
のの
デデ
ンン
カカ
大大
船船
工工
場場
用用
地地

一一
部部
にに
小小
学学
校校
移移
転転
候候
補補
地地
とと

しし
てて
確確
保保
でで
きき
るる
よよ
うう
検検
討討
進進

めめ
てて
いい
るる
。。
関関
係係
者者
にに
丁丁
寧寧
なな

説説
明明
をを
行行
うう
ここ
とと
がが
必必
要要
でで
すす
。。

●●
老老
朽朽
化化
しし
てて
いい

るる
学学
校校
のの
改改
修修
やや

トト
イイ
レレ
のの
洋洋
式式
化化

をを
早早
急急
にに
計計
画画
的的

にに
進進
めめ
るる
とと
共共
にに
、、

学学
校校
体体
育育
館館
へへ
のの
冷冷
房房
設設
置置
工工

事事
にに
つつ
いい
てて
、、
市市
はは
２２
００
２２
６６

年年
度度
予予
算算
化化
をを
目目
指指
すす
とと
しし
てて

いい
まま
すす
。。

異異
常常
なな
高高
温温
がが
続続
いい
てて
いい
まま

すす
。。
１１
日日
もも
早早
いい
冷冷
房房
設設
置置
がが

必必
要要
でで
すす
。。

●
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

各各
自自
治治
体体
がが
認認
可可
しし
たた
施施
設設

とと
保保
護護
者者
がが
直直
接接
契契
約約
をを
行行
うう
。。

保保
護護
者者
のの
都都
合合
でで
、、
預預
けけ
るる
施施

設設
やや
日日
時時
をを
申申
しし
込込
むむ
仕仕
組組
みみ

毎毎
回回
異異
なな
るる
施施
設設
をを
利利
用用
すす

るる
とと
特特
定定
のの
大大
人人
とと
のの
安安
定定
しし

たた
かか
かか
わわ
りり
がが
必必
要要
なな
発発
達達
段段

階階
にに
ああ
るる
子子
どど
もも
にに
とと
っっ
てて
、、

強強
いい
スス
トト
レレ
スス
をを
与与
ええ
るる
ここ
とと

なな
どど
のの
懸懸
念念
がが
保保
育育
関関
係係
者者
かか

らら
出出
ささ
れれ
てて
いい
まま

すす
。。
受受
けけ
入入
れれ
施施

設設
のの
保保
育育
士士
のの
体体

制制
もも
課課
題題
でで
すす
。。
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子子
どど
もも
達達
のの
居居
場場
所所
がが
欲欲
しし
いい

遊遊びび場場寺分に見学懇談

９
月
議
会
で
は

子子
どど
もも
・・
子子
育育
てて
支支
援援
金金

国国
保保
加加
入入
世世
帯帯
にに
重重
くく

（（
左左
図図
はは
市市
営営
住住
宅宅
集集
約約
化化
計計
画画
予予
定定
））

外外
出出
しし
やや
すす
いい
環環
境境
をを

ババ
スス
便便
をを
増増
しし
てて

私私
はは
自自
動動
車車
のの
返返
納納
をを
済済
まま

せせ
たた
8800
代代
でで
すす
。。
最最
寄寄
りり
のの
モモ

ノノ
レレ
ーー
ルル
駅駅
まま
でで
徒徒
歩歩
でで
2255
分分

かか
かか
りり
、、
ババ
スス
をを
主主
なな
交交
通通
手手

段段
とと
しし
てて
いい
まま
すす
。。
昨昨
年年
かか
らら

ババ
スス
のの
減減
便便
がが
著著
しし
くく
、、
医医
者者

通通
いい
、、
図図
書書
館館
、、
買買
いい
物物
、、
趣趣

味味
のの
ササ
ーー
クク
ルル
のの
行行
きき
帰帰
りり
がが

大大
変変
不不
便便
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。
聞聞

くく
とと
ここ
ろろ
にに
よよ
れれ
ばば
、、
乗乗
客客
減減

やや
ババ
スス
のの
運運
転転
手手
不不
足足
でで
、、
ババ

スス
会会
社社
のの
経経
営営
判判
断断
とと
のの
ここ
とと

でで
すす
。。
現現
在在
昼昼
間間
はは
おお
よよ
そそ
１１

時時
間間
にに
一一
便便
でで
すす
のの
でで
、、
ここ
れれ

以以
上上
減減
便便
にに
なな
れれ
ばば
外外
出出
をを
減減

らら
すす
以以
外外
なな
くく
なな
りり
まま
すす
。。
昼昼

間間
のの
ババ
スス
のの
乗乗
客客
はは
少少
なな
くく
、、

大大
型型
のの
ババ
スス
をを
走走
らら
せせ
るる
ここ
とと

はは
、、
割割
にに
合合
わわ
なな
いい
のの
でで
ああ
れれ

ばば
、、
小小
型型
ババ
スス
でで
便便
数数
をを
増増
やや

すす
ここ
とと
はは
でで
きき
なな
いい
のの
でで
しし
ょょ

うう
かか
。。
他他
のの
自自
治治
体体
でで
はは
住住
民民

のの
要要
望望
にに
応応
ええ
、、
市市
役役
所所
がが
支支

援援
にに
乗乗
りり
出出
しし
てて
いい
るる
よよ
うう
でで

すす
。。
鎌鎌
倉倉
市市
でで
もも
高高
齢齢
者者
のの
割割

合合
がが
年年
々々
増増
ええ
てて
いい
まま
すす
。。
高高

齢齢
者者
もも
含含
めめ
市市
民民
のの
交交
通通
手手
段段

をを
まま
もも
るる
のの
はは
、、
自自
治治
体体
のの
大大

事事
なな
仕仕
事事
でで
すす
。。
市市
役役
所所
移移
転転

問問
題題
がが
話話
題題
にに
なな
っっ
てて
いい
まま
すす

がが
、、
市市
民民
生生
活活
にに
身身
近近
なな
交交
通通

手手
段段
のの
改改

善善
をを
至至
急急

取取
りり
組組
むむ

よよ
うう
おお
願願

いい
いい
たた
しし

まま
すす
。。

学
校
施
設
整
備



①①
西西
鎌鎌
倉倉
２２
丁丁
目目
２２
番番
地地
先先

歩歩
道道
根根
上上
りり
対対
策策

７７
かか
所所

②②
梶梶
原原
５５
丁丁
目目
２２
番番
地地
先先

舗舗
装装
打打
替替
ええ

長長
ささ
９９
５５
ｍｍ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
さ
れ
る
排

外
主
義
の
嘘
を
見
抜
こ
う

津津
西西
在在
住住

本本
多多
ミミ
ヨヨ
子子

先先
のの
参参
議議
院院
選選
挙挙
でで
、、
大大
々々
的的
にに
繰繰

りり
広広
げげ
らら
れれ
たた
外外
国国
人人
排排
斥斥
のの
キキ
ャャ
ンン

ペペ
ーー
ンン
、、
外外
国国
人人
のの
労労
働働
組組
合合
のの
活活
動動

をを
通通
しし
てて
実実
情情
をを
知知
っっ
てて
いい
るる
私私
にに
とと
っっ

てて
はは
、、
「「
なな
んん
でで
ここ
んん
なな
馬馬
鹿鹿
なな
事事
をを

堂堂
々々
とと
発発
信信
すす
るる
のの
だだ
ろろ
うう
」」
とと
思思
うう

ここ
とと
ばば
かか
りり
でで
しし
たた
。。

一一
番番
はは
っっ
きき
りり
しし
てて
いい
るる
例例
はは
、、

「「
外外
国国
人人
のの
国国
民民
健健
康康
保保
険険
のの
滞滞
納納
額額

がが
１１
年年
間間
でで
４４
７７
００
００
億億
円円
」」
とと
いい
うう

もも
のの
。。
実実
際際
はは
日日
本本
人人
をを
含含
めめ
たた
全全
体体

のの
滞滞
納納
額額
はは
１１
４４
５５
７７
億億
円円
でで
、、
ここ
れれ

はは
厚厚
生生
労労
働働
省省
のの
発発
表表
でで
すす
かか
らら
、、
ちち
ょょ
っっ

とと
調調
べべ
れれ
ばば
すす
ぐぐ
わわ
かか
るる
ここ
とと
でで
すす
。。

でで
すす
かか
らら
ここ
のの
嘘嘘
をを
ふふ
りり
まま
いい
てて
いい
るる

人人
たた
ちち
はは
、、
無無
知知
なな
のの
でで
はは
なな
くく
確確
信信

犯犯
でで
すす
。。

「「
生生
活活
保保
護護
受受
給給
者者
のの
３３
分分
のの
１１
がが
外外

国国
人人
」」
とと
いい
うう
のの
もも
ああ
りり
まま
しし
たた
。。
実実

際際
はは
３３
％％
未未
満満
でで
すす
。。
生生
活活
保保
護護
はは

「「
日日
本本
人人
でで
ああ
るる
ここ
とと
」」
がが
条条
件件
のの
ひひ

とと
つつ
にに
なな
っっ
てて
いい
てて
、、
外外
国国
人人
はは
「「
人人

道道
的的
にに
配配
慮慮
すす
べべ
きき
特特
別別
なな
事事
情情
がが
ああ

るる
場場
合合
」」
だだ
けけ
、、
権権
利利
でで
はは
なな
くく
、、
恩恩

恵恵
的的
にに
受受
けけ
らら
れれ
るる
のの
でで
すす
。。
でで
すす
かか

らら
受受
けけ
らら
れれ
るる
のの
はは
日日
本本
人人
のの
夫夫
がが
死死

亡亡
しし
てて
生生
活活
困困
難難
にに
陥陥
っっ
たた
「「
永永
住住
資資

格格
」」
をを
持持
つつ
人人
なな
どど
、、
ごご
くく
一一
部部
でで
すす
。。

そそ
れれ
でで
もも
日日
本本
人人
がが
付付
いい
てて
行行
っっ
てて
おお

願願
いい
すす
るる
なな
どど
しし
なな
くく
てて
はは
、、
なな
かか
なな

かか
受受
けけ
らら
れれ
まま
せせ
んん
。。
３３
分分
のの
１１
がが
外外

国国
人人
なな
どど
、、
悪悪
質質
なな
嘘嘘
でで
すす
。。

でで
もも
、、
ここ
れれ
がが
繰繰
りり
返返
しし
流流
ささ
れれ
れれ
ばば
、、

事事
実実
をを
知知
らら
なな
いい
人人
はは
真真
実実
だだ
とと
思思
っっ

てて
しし
まま
うう
でで
しし
ょょ
うう
。。
そそ
のの
結結
果果
がが
、、

参参
政政
党党
なな
どど
のの
議議
席席
増増
とと
なな
っっ
てて
しし
まま
っっ

たた
ここ
とと
はは
見見
逃逃
すす
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
せせ
んん
。。

でで
はは
、、
どど
うう
すす
れれ
ばば
いい
いい
のの
かか
、、
考考

ええ
なな
くく
てて
はは
なな
りり
まま
せせ
んん
。。

（（
以以
下下
次次
号号
））

山山 ざざ くく らら ２２００２２５５年年９９，，１１００月月号号

生生
活活
にに
おお
困困
りり
のの
方方
へへ
食食
料料
パパ
ッッ
クク

をを
おお
渡渡
しし
しし
まま
すす

物物
価価
のの
高高
騰騰
なな

どど
かか
らら
、、
多多
くく
のの
方方
々々
がが
生生
活活
にに
困困

窮窮
しし
過過
ごご
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
もも
しし
ああ

なな
たた
がが
、、「「
おお
なな
かか
がが
すす
いい
てて
次次
のの

アア
クク
シシ
ョョ
ンン
がが
起起
ここ
せせ
なな
いい
」」
そそ
んん

なな
状状
況況
にに
ああ
りり
まま
しし
たた
らら
、、
食食
料料
パパ
ッッ

クク
をを
受受
けけ
取取
りり
にに
いい
らら
しし
てて
くく
だだ
ささ

いい
。。
仕仕
事事
やや
生生
活活
のの
相相
談談
もも
おお
受受
けけ

しし
まま
すす
。。

実実
施施
予予
定定

９９
月月
２２
７７
日日
（（
土土
曜曜

日日
））
正正
午午
かか
らら
午午
後後
１１
時時

大大
船船
支支

所所
１１
階階
ロロ
ビビ
ーー

注注

当当
日日
はは
天天
候候
等等
にに
よよ
りり
、、
中中
止止

とと
なな
るる
場場
合合
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
公公
共共
交交

通通
機機
関関
でで
おお
越越
しし
くく
だだ
ささ
いい
。。

詳詳
しし
くく
はは
、、
鎌鎌
倉倉
市市
役役
所所
生生
活活
福福

祉祉
課課
又又
はは
吉吉
岡岡
市市
議議
まま
でで
おお
尋尋
ねね
くく

だだ
ささ
いい
。。

〇〇
寄寄
付付
にに
つつ
いい
てて
もも
随随
時時
募募
集集
しし
てて

いい
まま
すす
。。

西西鎌鎌倉倉２丁目

吉
岡
地
域
深
沢
事
務
所

毎毎
週週
（（
火火
））
１１
時時
～～
４４
時時

鎌鎌
倉倉
市市
常常
盤盤
２２
００
８８

（（
深深
沢沢
小小
学学
校校
ババ
スス
停停
前前
））

TTEELL
・・
FFAAXX
（（
3311
））
８８
１１
８８
００

（（
4444
））
６６
６６
２２
８８
（（
吉吉
岡岡
））

生生
活活
相相
談談
所所

鎌鎌
倉倉
スス
ママ
イイ
ルル
フフ
ーー
ドド

ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト

皆
さ
ん
と
と
も
に

住
み
よ
い
町
に
②

桔桔梗梗山山

原
水
爆
禁
止
２
０
２
５
年
世
界
大
会

(

広
島)

に
参
加
し
て

伊
藤
泰
史

私私
はは
、、
８８
月月
４４
かか
らら
６６
日日
、、
広広
島島
大大
会会
にに
参参

加加
。。
様様
々々
なな
角角
度度
やや
視視
点点
かか
らら
「「
原原
水水
爆爆
禁禁

止止
」」
にに
つつ
いい
てて
学学
びび
、、
まま
たた
、、
今今
後後
のの
私私
がが

進進
むむ
べべ
きき
道道
やや
在在
りり
方方
にに
つつ
いい
てて
、、
考考
ええ
ささ

せせ
らら
れれ
まま
しし
たた
。。

私私
がが
原原
水水
爆爆
禁禁
止止
世世
界界
大大
会会
にに
参参
加加
すす
るる
のの

はは
、、
初初
めめ
てて
でで
すす
。。
鎌鎌
倉倉
原原
水水
協協
かか
らら
派派
遣遣

ささ
れれ
たた
私私
にに
とと
っっ
てて
はは
、、
「「
大大
切切
なな
仕仕
事事((

業業

務務))

」」
にに
携携
わわ
っっ
てて
いい
るる
、、
とと
いい
うう
意意
識識
をを
持持

ちち
続続
けけ
てて
過過
ごご
すす
３３
日日
間間
でで
しし
たた
。。

１１
日日
目目
とと33

日日
目目
のの
全全
体体
的的
なな
会会
合合
でで
はは
、、
他他

のの
参参
加加
者者
とと
共共
通通
のの
時時
間間
をを
過過
ごご
しし
、、
被被
爆爆

者者
のの
体体
験験
談談
をを
聴聴
くく
ここ
とと
もも
でで
きき
まま
しし
たた
。。

２２
日日
目目
にに
はは
、、
自自
分分
がが
選選
んん
だだ
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム

やや
分分
科科
会会
にに
参参
加加
しし
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
テテ
ーー
ママ

にに
沿沿
っっ
たた
視視
点点
かか
らら
、、
考考
ええ
をを
進進
めめ
るる
ここ
とと

がが
でで
きき
まま
しし
たた
。。
私私
がが
参参
加加
しし
たた
のの
はは
、、
午午

前前
中中
がが
「「
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
２２

戦戦
争争
もも
核核
兵兵
器器

もも
なな
いい
世世
界界
へへ──

議議
員員
とと
市市
民民
のの
国国
際際
連連
帯帯
」」

でで
、、
午午
後後
がが
「「
分分
科科
会会
２２

非非
核核
平平
和和
のの
日日

本本
とと
アア
ジジ
アア
」」
でで
すす
。。

まま
たた
、、
３３
日日
目目
のの
朝朝
にに
はは
、、
原原
爆爆
投投
下下
のの
時時

刻刻
にに
爆爆
心心
地地
近近
くく((

平平
和和
記記
念念
公公
園園))

にに
身身
をを

置置
いい
てて
、、
8800
年年
前前
のの
出出
来来
事事
にに
思思
いい
をを
馳馳
せせ

まま
しし
たた
。。
３３
日日
目目
のの
午午
後後
にに
はは
、、
広広
島島
平平
和和

記記
念念
資資
料料
館館
をを
訪訪
れれ､､

写写
真真
やや
絵絵
画画､､

様様
々々
なな

遺遺
物物
なな
どど
をを
通通
じじ
てて
、、
主主
にに
人人
々々
のの
営営
みみ
のの

面面
かか
らら
、、
原原
爆爆
投投
下下
のの
実実
相相
にに
、、
想想
像像
力力
をを

駆駆
使使
しし
てて
向向
きき
合合
いい
まま
しし
たた
。。

以以
下下
にに
はは
、、
私私
がが
広広
島島
市市
でで
過過
ごご
しし
たた
３３
日日

間間
のの
中中
でで
、、
特特
にに
心心
にに
強強
くく
残残
っっ
たた
内内
容容
をを
、、

箇箇
条条
書書
きき
でで
挙挙
げげ
まま
すす
。。

○○
世世
界界
のの
様様
々々
なな
国国
々々
かか
らら
のの
参参
加加
者者
とと
、、

時時
間間
やや
空空
間間
をを
共共
有有
でで
きき
たた
ここ
とと
。。

──

核核
廃廃
絶絶
やや
平平
和和
のの
実実
現現
、、
とと
いい
うう
共共
通通
のの

目目
標標
やや
意意
識識
をを
持持
つつ
人人
々々
とと
、、
同同
じじ
場場
にに
身身

をを
置置
くく
ここ
とと
かか
らら
、、
「「
ここ
れれ
かか
らら
のの
自自
分分
」」

がが
為為
すす
べべ
きき
使使
命命
をを
、、
自自
然然
にに
感感
じじ
取取
るる
ここ

とと
がが
でで
きき
まま
しし
たた
。。
もも
ちち
ろろ
んん
、、
日日
本本
中中
かか

らら
参参
加加
しし
たた
多多
くく
のの
人人
々々
のの
姿姿
もも
、、
私私
にに

「「
ここ
れれ
かか
らら
のの
歩歩
みみ
方方
」」
をを
示示
しし
てて
くく
れれ
まま

しし
たた
。。
（（
次次
号号
にに
続続
くく
））

市市
政政
へへ
のの
ごご
意意
見見
、、
ごご
要要
望望
をを
おお

気気
軽軽
にに
おお
寄寄
せせ
くく
だだ
ささ
いい
。。

被
爆
80
年

核核
兵兵
器器
廃廃
絶絶
署署
名名
やや
被被
爆爆
のの
実実

相相
をを
伝伝
ええ
るる
行行
動動
がが
行行
わわ
れれ
てて

いい
まま
すす
。。

地地下下道道でで署署名名行行動動。。右右はは吉吉岡岡議議員員議議員員

広島原爆ドーム

原水禁大会報告会で発言

高高校校生生がが被被爆爆者者かかららおお話話をを伺伺いい書書いいたた

原原爆爆図図 鎌鎌倉倉地地下下道道やや市市役役所所22階階でで掲掲示示 ８８月月2288日日東東急急前前でで消消費費税税

減減税税をを求求めめるる署署名名行行動動

六本松公園


